
    

 
3 月になり春めいてきました。子どもたちはこの１年で見ちがえるほど大きくたくましくなりました。

いつも一緒だとなかなか気づかないこともありますが、きっと、一年前と比べるとできることが増えてい

ると思います。小さなことでも、「○○できたね。」と伝えて、子どもと一緒に親子で成長を喜びあえると

いいですね。 

新年度の準備の時期です   

・虫歯の治療は済んでいますか？ 
・靴や服のサイズは合っていますか？ 

 ・調子のわるいところはありませんか？ 

 

入学・進級にむけて、体調や準備を整えておきましょう。新年度を控え、多くの子どもたちが 

「ひとつ大きくなる」という喜びでいっぱいな時期です。けれど、中には 新しい生活に不安を感じるこ

ともあります。指しゃぶり・爪かみ・チックなどいつもと違う様子がないか気をつけていきましょう。

みられたら、何かストレスを感じていることがないか注意してみてください。 

 

すり傷の手当について 

子どもは転んで膝をよくすりむきます。すり傷などのケガをした時の対処法をお伝えします。       

 

①流水で傷を洗い、砂などの汚れを流します。 

  

 

 

 

 

②絆創膏などで傷を覆い乾燥させないようにします。 

 

 

③入浴時は絆創膏をはがして流水で優しく洗い流し入浴後は新しいものに交換しましょう。 

 

まずは丁寧に傷口を洗うことです。最初の手当をきちんと行うと治りが早く傷口もキレイに治ります。 

以前は、洗う処置よりも消毒液や薬をつけて絆創膏をはるというのが常識でしたが、それではかえっ

て治りが遅くなり傷跡も残りやすいことがわかってきました。 傷口から出る「しん出液」には傷を治す

成分が含まれています。乾燥させるより保湿している状態を保つことが効果的です。 

こども園では、転倒などで傷ができた場合は、流水で洗ったあとに（清浄綿で拭き取り）ワセリンを

塗布して絆創膏などでおおうようにしています。お家に帰ったあとは、入浴時に絆創膏をはがして傷の

確認を必ずお願いします。傷はぬるま湯でやさしく洗い流してあげてください。子どもは痛くて嫌がる

かもしれませんが、その方が早くきれいに治ります。入浴後は新しい絆創膏やガーゼで傷をおおってあ

げましょう。 

 

      境こども園 

令和 6年 3月 

ほけんだより 



2月のこども達のようす 

＜2月の欠席＞ 

インフルエンザA：４名 新型コロナウイルス感染症：１名 溶連菌感染症：４名 手足口病：１名 

ウイルス性胃腸炎：５人 胃腸炎：１名 下痢・嘔吐：１１人 伝染性膿痂疹（とびひ）：１名  

風邪その他：４０人  

先月は幼児クラスを中心にウイルス性胃腸炎（感染性胃腸炎）が流行しました。胃腸炎という診断はつ

かなくても、下痢や嘔吐のお休みもいました。胃腸炎は回復したあとも数週間は便からウイルスが排出さ

れます。トイレのあとやオムツ交換後はしっかりと手洗いをして感染予防が必要になります。 

また花粉症の時期もあり鼻水や目のかゆみ・目の充血のこどもが目立っています。必要に応じて受診し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花粉症は大人の病気と思われがちですが、２～３歳で発症する子ども

は今や珍しくないそうです。年齢とともに発症する子どもは増える傾

向にあります。目のかゆみなど花粉症の症状はつらいものです。熱が

ないから大丈夫と油断しがちですが、花粉症の症状が続くと不快だけ

でなく様々な問題をおこす恐れがあります。 


